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３月３日の本会議で、
市長が提案した予算案に
対して、各会派が代表質
疑を行いました。
主な質疑の要旨を発言
順に掲載しています。

わが会派は
　予算のここをチェック！

会派代表質疑

八王子市議会公明党

村
むらまつ

松　徹
とおる

　

自民党新政会

鈴
す ず き

木 玲
れ お

央

日本共産党

八王子市議会議員団

鈴
す ず き

木 勇
ゆ う じ

次

立憲民主・市民の会

小
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林 裕
ひ ろ え
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体
育
室
へ
の
空
調
機
設
置
は

問　
避
難
所
と
な
る
市
民
セ
ン
タ

ー
体
育
室
で
空
調
機
が
未
設
置

の
７
施
設
の
う
ち
、
石
川
・
中
野

は
、
設
置
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
残
り
の
５
施
設
に
つ
い

て
の
方
針
は
。

答　
利
用
者
の
利
便
性
や
市
内
事

業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
等
を

考
慮
し
つ
つ
、
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
迅
速

か
つ
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

今
後
の
地
域
公
共
交
通
整
備
は

問　
桑
都
の
杜
の
開
設
に
合
わ
せ
、

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
運
行
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
将

来
的
に
本
市
は
、
レ
ベ
ル
４
自
動

運
転
※1
を
目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
の
考
え
は
。

答　
自
動
運
転
の
社
会
実
装
に
は
、

安
全
性
と
信
頼
が
必
須
と
考
え

て
い
る
。
交
通
事
業
者
や
大
学
等

と
連
携
し
、
本
市
で
の
実
証
実
験

や
社
会
実
装
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

空調機設置で避難所生活の環境改善へ

財政規律で負担のバランスを

施設使用料等の算定の適正化を

財
政
健
全
性
確
保
の
取
り
組
み
は

問　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た

め
、
基
金
と
市
債
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
、
財
政
の
健
全
性
確
保
に

向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答　
経
営
計
画
に
お
い
て
、
市
独

自
に
財
政
規
律
を
設
定
し
、
現

役
世
代
と
将
来
世
代
と
の
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
両
立
し
て
い
く
。

不
登
校
対
策
の
充
実
を

問　
校
内
別
室
指
導
支
援
員
※2
の

配
置
を
８
年
度
に
全
市
立
小
・

中
学
校
等
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
充
実
す
る
の
か
。

答

　
全
校
で
持
続
可
能
な
運
営
を

行
え
る
よ
う
事
業
設
計
を
行
っ

た
。
不
登
校
対
策
と
し
て
、
ほ
か

に
も
幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
る
な
ど
、
考
え
得
る
限
り

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

受
益
者
負
担
の
算
定
の
適
正
化
を

問　
市
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
使

用
料
等
を
算
定
す
る
原
価
に
減

価
償
却
費
を
含
め
て
い
る
。
市
民

は
、
住
民
福
祉
の
た
め
に
税
負
担

し
て
お
り
、
減
価
償
却
費
を
含
め

て
利
用
者
負
担
で
賄
う
の
は
、
適

切
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
施
設
の
更
新
費
用
を
長
期
的

に
見
通
し
、
将
来
世
代
へ
過
度

な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
、
建
設

費
相
当
の
減
価
償
却
費
を
原
価
に

含
め
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
和
な
社
会
に
向
け
て

問　
内
閣
か
ら
非
核
三
原
則
の
見

直
し
の
声
が
あ
る
中
、
非
核
平

和
宣
言
都
市
で
あ
る
本
市
か
ら
、

見
直
し
発
言
に
抗
議
し
、
撤
回
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会

議
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
や
活
動
が
決
議
さ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
加
盟
都
市

と
し
て
活
動
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
の
考
え
は

問　
は
ち
バ
ス
を
再
編
し
、
運
行

ル
ー
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
を
評

価
す
る
。
市
民
生
活
の
質
を
担
保

す
る
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

地
域
公
共
交
通
の
将
来
像
は
。

答　
人
を
中
心
と
し
た
交
通
環
境

の
充
実
と
地
域
の
活
力
を
育
む

交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
、
市
民

生
活
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
方
針
は

問　
４
年
度
か
ら
実
施
し
た
民
間

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
に
対
す
る
補
助
金
交
付
を
終
了

し
、
８
年
度
は
予
算
計
上
し
て
い

な
い
。
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

答

　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
必
要
性

等
を
所
有
者
へ
周
知
で
き
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
は
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
を
進
め
、
市
民
の

健
康
と
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

さらなる地域公共交通の充実を

※1 特定の走行環境条件を満たす限定された領域において、システムが運転操作の全部を代替する状態の自動運転
※2 学級で過ごすことは難しいが、校内の別室であれば登校できる児童・生徒に対して、別室で学習指導や相談対応等を行う支援員

録画配信は
　こちら⇒

現役世代 将来世代


